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支払調書・自動作成ソフトウエア『Brighton』(ﾌﾞﾗｲﾄﾝ)は、煩雑な操作なしで、会社内

に散在する様々な形式のデータを取り込み、自動で名寄せ等を行い支払調書を作成します。 

手入力での登録にも、軽快に対応できる様々な機能を備えております。 

 

合計表に記載する、件数・金額(支払調書を提出するもの及び総額)が自動集計表示されます。 

インボイス制度・電子帳簿保存法・マイナンバー・消費税・復興特別所得税・光ディスク

等の法令改正に対応しています。 

 

帳票類はＡ４コピー用紙に印刷されますので、専用用紙は必要ありません。 

支払調書単票・支払調書内訳明細書・支払報告書等の印刷は、宛名住所欄が窓アキ封筒に

対応しています。各種印刷物は PDF ファイルの出力も可能です。(メール添付で送信) 

 

画面上の項目はマウスをかざすと、画面最下部に１行ヘルプが表示されます。 

 

表計算ソフトやデータベースソフト及び 社内システム等でお使いのデータは、 

“CSV ファイル”で「入出力」して、『Brighton』と双方向で活用できます。 

様々な形式のデータを、手入力するムダを省き業務の効率化を図れます。 

 



 

Brightonは下記の問題を、内部処理で自動解決します。 

 

<データ上の名寄せが困難な理由>同一人が一つにまとめられない 

名字と名前の間の、全角スペース・半角スペース２個・半角スペース・スペース無しの混

在。 

氏名の前後や文字間に任意のスペースを入れて、見た目のバランスをとっているデータの

存在。 

人名旧字と新字体の混在。 

 

<支払データの取り込みが困難な理由> 

表計算ソフト・データベースソフト・ワープロソフト・その他のファイル・手書きが混在

している。 

ＣＳＶファイル(様々なソフトで共通して利用できる)でも、フィールドがバラバラで統一

されていない。 

 

 

Brightonの操作概要 

 

１．会社情報を登録します。 

２．名簿台帳を登録します。 

３．細目台帳を登録します。 

４．支払台帳に支払データを登録します。 

５．支払調書を発行して完了です。 

 

 

１．会社情報を登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社基本情報マスタの各項目欄に、会社の各種情報を登録します。 



 

２．名簿台帳を登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名簿データ(CSVファイル)を Brightonに取り込みます。 

＊必要な項目を選択して格納します。後で上書き追加する事も可能です。 

 

データ列への項目設定方法は、 

１．一覧表上(画面下部)の格納したいデータ項目をクリック(青く反転)します。 

２．該当する[項目名チェックボックス](画面中央)にチェックを入れます。 

３．[項目設定]ボタンをクリックして完了です。 

項目名が一覧表上部のタイトルセル(灰色)に表示されます。 

＊データ列を任意に選択しながら CSV ファイルパターンを設定していきます。 

 

データ列への項目設定の完了後、[下記の名簿一覧項目を名簿台帳に登録]ボタンをクリック

すると、確認画面が表示されます。[登録]ボタンクリックで登録完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

次回以降は、[項目リスト]ラジオボタンの'選択'にチェックを入れて表示される[項目リスト

名]プルダウンリストから選択して、CSV ファイルパターンを自動実行できます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[名簿台帳] 支払先データの閲覧・追加・修正・削除・印刷ができます。 

 

画面上部の[No・氏名・ﾌﾘｶﾞﾅ・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ]検索欄に部分文字列を入力して[検索]ボタンをクリ

ックすると、曖昧検索での結果が名簿一覧表に(上下左右スクロール)表示されます。 

名簿一覧表上で選択された個人データは、内容が下部のパネルにも表示されます。 

 

[No] 支払先 No の登録に利用します(任意)。数字文字共に利用可。 

[マイナンバー] 個人番号又は法人番号を登録。(任意) 

[登録番号](インボイス No.) Tを含めて半角 14桁(半角 T+13文字)で登録。(任意) 

[源泉税] 半角 3 文字以内で登録します。(10%単位) 

例：源泉無し(法人等)⇒0 10%⇒1 20%⇒2 ＜復興特別所得税対応＞ 

15%⇒1.5 20%⇒2.0 ＜非居住者で復興特別所得税非対応分＞ 

新規登録時に未入力の場合は、"1"が自動設定されます。 

[消費税] 半角 1 文字で登録します。内税⇒0 外税⇒1 

新規登録時に未入力の場合は、"1"が自動設定されます。 

[非居住者] 半角 1 文字で登録します。国内居住者⇒0 国外居住者⇒1 

新規登録時に未入力の場合は、"0"が自動設定されます。 

[氏名] 半角 48 文字(全角 24 文字)まで登録可能です。 

[ﾌﾘｶﾞﾅ] 半角 48 文字(全角 24 文字)まで登録可能です。(任意) 

[ﾍﾟﾝﾈｰﾑ] 半角 48 文字(全角 24 文字)まで登録可能です。(任意) 

[勤務先名] 半角 48 文字(全角 24 文字)まで登録可能です。(任意) 

[〒] 半角 8 文字(ハイフン付き)で登録します。 

〒を入力して[Enter]キーで、郵便番号から住所が自動入力されます。 



 

[住所 1][住所 2] 半角 40 文字(全角 20 文字)まで登録可能です。 

＊自宅・勤務先共に同様です。 

[TEL][FAX] 半角 12 文字以内で登録します。(任意) 

[自宅 Mail] [勤務先 Mail] 半角 48 文字以内で登録します。(任意) 

[銀行名・支店名リスト登録] 

銀行・支店名及び銀行・支店コードはリストから部分文字列で検索して登録できます。 

詳細方法は各欄にマウスをかざすと、画面最下部の１行ヘルプ欄に各機能が表示されます。 

＊銀行・支店マスタの追加・修正・削除は、[マスタ]画面の[銀行マスタ][銀行支店マスタ] 

画面で[検索]ボタンをクリックしておこないます。 

[銀行・支店コード０フィル] 機能(先頭空欄に 0 を自動挿入します：全銀送信用) 

[UTIL] 半角 1 文字(数字やｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ)で登録します。ユーティリティとしてご利用頂けます。 

名簿マスタを CSV ファイルで出力して、UTIL 欄を使い年賀状発送データ・担当部門識別・

等々のソートキーとして活用が可能です。 

[備考] 半角 40 文字(全角 20 文字)まで登録可能です。(任意) 

[送付先] 送付書類の住所を選択先で出力します。自宅⇒0 勤務先(別送先住所)⇒1 

＊支払調書・月次支払報告書等のすべての送付書類の住所を選択先で出力します。 

新規登録時に未入力の場合は、"0"が自動設定されます。 

[支払調書:摘要] 半角 90 文字(全角 45 文字)まで登録可能です。(任意) 

[No][支払方法] 0⇒振込 1⇒小切手 2⇒現金 3⇒その他 

新規登録時に未入力の場合は、"0"・"振込"が自動設定されます。 

[敬称] 半角 4 文字(全角 2 文字)まで登録可能です。(様・御中・先生・等々) 

新規登録時に未入力の場合は、"様"が自動設定されます。 

 

＊支払先データの新規登録や修正の時点で、登録年月日(最初の登録日)と更新年月日(デー 

 タ修正日)と各作業 PC 名が自動設定され、画面右下に表示されます。 

 

 

 

 

 

******************************************************************************** 

■Ｔｏｏｌボタンの機能 (Brighton全般で使用します) 

 

 

 

① 最初のレコードへ  ②前のレコードへ  ③次のレコードへ  ④最後のレコードへ 

⑤レコードの挿入  ⑥レコードの削除  ⑦レコードの編集  ⑧レコードの登録   

⑨編集の取り消し  ⑩データ更新(通常は使用不可。[レコードの登録]をご使用下さい。)  



 

３．細目台帳を登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細目データ(CSVファイル)を Brightonに取り込みます。 

 

画面下欄のヘルプに書かれているように、表上部の灰色部分をマウスでドラッグして、一

番左の列に細目 No、二番目の列に細目名が並ぶようにして、[下記の細目一覧項目を細目台

帳に登録]ボタンをクリックします。(三番目以降の列は影響しません。) 

＊１行目のデータは、項目内容名(データ内容確認用)として取込から除外されます。 

＊貴社での細目ナンバーの設定が無い場合は、空欄の列を先頭列に移動して挿入します。 

 ナンバーは自動採番されます。(同一の細目名は登録がキャンセルされます。) 

確認画面が表示されますので、問題がなければ[登録]ボタンをクリックして完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．支払台帳に支払データを登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[支払台帳]には、支払先 No、氏名、支払年月日、年度、支払方法 No、依頼先銀行 No、 

数量、単価、支払額、源泉税、消費税、差引支払額、号 No、区分 No、細目 No、経過措置、 

備考、伝票 No、部門 No、担当 No の２０項目の格納及び経過措置自動設定が可能です。 

必要なものだけを選択して格納します。 

 

＊データ列への項目設定方法は、名簿台帳と同様です。 

＊[項目リスト]の利用方法は、名簿台帳と同様です。 

 

支払調書発行は、氏名、支払年月日、年度、号・区分・細目、支払額、源泉税、消費税の

格納で出力可能です。 

 

[経過措置自動設定]欄にチェックを入れた場合、 

支払日 2023 年 10 月 1 日以降の支払データ登録時に名簿台帳の該当取引先に[登録番号(イ

ンボイス No)]無しの場合、[経過措置] 項目へ※印を自動格納します。 

 

＊[号 No+区分 No+細目 No][支払年月日][年度][依頼先銀行]項目は、データ中に複数の種類 

 のデータが混在する場合は、データ列に項目名を設定して登録します。 

 その際、画面上部の該当の項目(同種一括登録用)は、非表示となります。 

 

データ列への項目設定の完了後、[下記の支払一覧項目を支払台帳に登録]ボタンをクリック

すると、確認画面が表示されます。[登録]ボタンクリックで登録完了です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[支払登録]-[支払台帳]画面上で支払データの検索・修正・削除及び印刷ができます。 

画面上部の各項目(部分文字列)欄で絞り込み(AND)検索ができます。CSV 出力機能付き。 

支払査証段階での検証、決算や管理会計上でのデータの抽出等にご活用いただけます。 

検索結果データ件数が、[検索]ボタン下に赤色表示されます。 

 

[支払登録]-[支払台帳]画面で各項目(部分文字列)欄及びプルダウンリストでの絞り込み

(AND)検索結果を[印刷]ボタンで出力できます。 

印刷方法は[印刷順]で選択します。項目毎の改頁の有無を[改頁]で選択します。 

 

[支払登録]-[支払台帳]画面の複合項目検索で、[経過措置欄 消去]ボタンにより任意に一

括消去が可能です。(検索項目の[経過措置]欄に※を設定した検索結果にのみ有効) 

(日付、氏名、経過措置欄※印、等々の複合項目検索で表示された当該項目の修正可能) 

 

[印刷順：区分 No 順]出力例。 

<204 条各号 No>と<区分 No>でソートして、区分単位で出力します。 

各区分毎に合計金額、最終部分に総合計金額を出力します。 

各区分内は、<細目 No><支払先名称ﾌﾘｶﾞﾅ><支払年月日><伝票 No>の順でソートします。 

 

 

 

 

 

 

 



 

[印刷順：細目 No 順]出力例。 

<細目 No>でソートして、細目単位で出力します。 

各細目毎に合計金額、最終部分に総合計金額を出力します。 

各細目内は、<204 条各号 No><区分 No><支払先名称ﾌﾘｶﾞﾅ><支払年月日><伝票 No> 

の順で、重み付けソートして出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[印刷順：ﾌﾘｶﾞﾅ順]出力例。 

<支払先名称ﾌﾘｶﾞﾅ>でソートして、ﾌﾘｶﾞﾅ(氏名)単位で出力します。(同姓同名対応) 

各ﾌﾘｶﾞﾅ(氏名)毎に合計金額を出力します。 

各ﾌﾘｶﾞﾅ(氏名)内では、<204 条各号 No><区分 No><細目 No><支払年月日><伝票 No> 

の順で、重み付けソートして出力されます。 

＊期間や各種項目を指定して、支払先別の支払台帳としてご活用頂けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４－２支払台帳に支払データを登録：手入力の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支払データファイルが無いものは、[支払登録]-[入力]画面で手入力で登録します。 

最初に西暦で(支払)年月日を入力します。各項目は入力後にエンターキーを押します。 

＊[年度]は支払年月日から自動設定されます。翌年支払分の未払金登録の場合は年度を当年 

 度に上書き修正してから登録します。(キャリー対応) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

号・区分・細目の登録は、コード入力又は、上部の一覧表から＜カーソルで選びエンター

キー＞又は＜マウスのダブルクリック＞で選択して入力します。 

[区分]・[細目]欄に名称の一部分を入力して[Enter]で、部分文字列でヒットした細目名等が

画面上部の一覧表上に絞り込み表示されますので、大量の細目群でも選択が容易です。 

[登録]の固定をチェックすると、年月日・号・区分・細目を固定して入力できます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名の登録は、上部の一覧表から＜カーソルで選びエンターキー＞で選択して入力します。 

[氏名]欄に氏名の一部分を入力すると、部分文字列でヒットした氏名が絞り込み表示されま

すので、大量の名簿でも選択が容易です。(上記例では“村山”を含んだ名簿) 

氏名(支払先)を No から入力する場合は、[支払先]の No 欄をチェックします。 

＊選択した支払先の各種基本情報が自動挿入されます。(上書き修正可能) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[支払額]を入力してエンターキーを押すと、[源泉税](復興特別所得税対応済み)・[消費税](外

税の場合)及び[差引支払額]は自動計算して挿入されます。 

直前に登録されたデータ内容は、入力欄上部の灰色欄に表示されます。 

＊各入力欄は空欄の状態でエンターキーを押すことで直前回と同じ項目データが自動複写 

 入力(キャリー対応)されます。 



 

 

 

 

 

 

[登録]：固定は、年月日・号・区分・細目を固定してそれ以外の項目欄のみを入力します。 

 

[支払先]： 

<No>は、No で氏名(支払先)を自動入力する場合にチェックします。 

<氏名>は、支払先氏名の部分文字列を入力して[Enter]キーで候補から選択して登録します。 

 

[備考]：無は、備考欄へのカーソル移動を省略します。 

 

＜備考入力アシスト機能＞ 

備考入力欄で部分文字列を入力して[↓]キーで、曖昧検索でヒットした備考リストがパネル

右下に表示されますので、[Enter]キーかダブルクリックで備考欄に挿入します。 

備考入力欄に備考を入力して[Ctrl]キーで、備考を備考リストに追加する事ができます。 

＊No は 1～9999 まで設定可能。No 順に表示されます。No 無しでも利用可能です。 

 

[支払方法]：名簿の支払方法に登録された支払方法(0=振込、1=小切手、2=現金、3=その他)

が自動挿入されます。 

一時的に変更する場合には該当欄をチェックします。 

＊[振込：依頼先銀行]の支払元の金融機関にチェックを入れます。(後で変更可能) 

 

[消費税]：名簿台帳の消費税内外税(0=内税、1=外税)に登録された方法が自動挿入されます。 

消費税内外税を一時的に変更して登録する場合に該当欄をチェックします。チェック変更

により消費税及び差引支払額は自動再計算されます。<2014 年 4 月改正に対応済み。> 

 

[支払額]： 

<単価>をチェックすると、<数量><単価>欄が表示されます。 

数量と単価の入力で、<支払額><源泉税><消費税：外税の場合><差引支払額>が自動計算さ

れます。入力桁数は<数量><単価>共に 8 桁以内です。 

(小数点のピリオド可。但し小数点以下４位まで可) 

 

<総額>をチェックすると、<数量><単価>欄が非表示となります。 

支払額の入力で、<源泉税><消費税：外税の場合><差引支払額>が自動計算されます。 



 

[部門](任意)：プルダウンリストから選択して登録します。 

プルダウンリストには[マスタ]-[部門マスタ]に登録したものが登録番号順に表示されます。 

[担当](任意)：プルダウンリストから選択して登録します。 

プルダウンリストには[マスタ]-[担当マスタ]に登録したものが登録番号順に表示されます。 

 

[源泉税]：報酬・料金等については、所得税法第 204 条第１項各号の規定により自動計算(復

興特別所得税対応済み)されます。丙欄については丙欄日額表により自動計算されます。そ

の他費用については源泉税無しとなります。 

 

[伝票 No]：有は、伝票 No 登録をする場合にチェックします。 

通しナンバー・支払(先)条件等のソートキーとして、対象データを CSV 抽出・活用可能。 

[年度]は支払年月日から自動設定されます。翌年支払分の未払金登録の場合は年度を当年度

に上書き修正してから登録します。(キャリー対応) 

 

[経過措置]支払日 2023年 10月 1日以降の支払データ登録時に、[名簿台帳]の該当取引先に

[登録番号(インボイス No)]無しの場合、[経過措置]欄に※を自動格納。 

[経過措置]欄の※は、任意に空欄に変更可能。(例：公共交通機関の 3 万円未満交通費等、

経過措置対象外の仕入税額全額控除に対応) 

 

＊入力必須項目は、<年月日><号><区分><細目><氏名><支払額>のみです。 

 その他の項目は任意です。(選択した条件により入力します。) 

＊上記の各欄の自動計算結果を上書き修正することも可能です。 

＊最小入力方法は、[登録]=固定・[支払先]=No・[備考]=無・[伝票 No]=無にする事で、 

 <支払先 No>と<支払額>の入力のみで連続登録が可能です。 

＊[支払登録]-[入力]画面の各種設定は、[マスタ]-[INI マスタ]で標準設定する事で、 

 貴社の基準に合わせて画面レイアウトの初期設定を変更できます。 

 ([入力]画面で随時変更してお使い頂くことも可能です。) 

[マスタ]-[INI マスタ] 各種初期設定(一部抜粋) 

<内容>   <INI_ID>  <INI_VAL>  <初期値> 

[登録]：   TOUROKU 0：変動    1：固定    0 

[支払先]：  NAME  0：Ｎｏ    1：氏名    1 

[備考]：   BIKO  0：有り    1：無し    0 

[支払額]：  TANSOU 0：数量×単価 1：総額    1 

[伝票 No]：  DENPYO 0：無し    1：有り    0 

[数量×単価の端数処理] ROUND  0：四捨五入 1：切上 2：切捨   0 

[消費税計算の端数処理] STAX  0：四捨五入 1：切上 2：切捨   0 



 

４－３．印刷出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[支払年月日]を西暦で入力して、各種印刷を行います。(用紙は全て A4 コピー用紙対応) 

 

[CSV 出力](日次・月次選択機能付き)ボタンクリックで、支払台帳(支払年月日・区分名・

各種金額・他)と名簿台帳(氏名・住所・振込先・他)をリンクしたデータが CSV ファイルで

出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷時には、プリンタ・プレビュー等のアウトプットが選択できます。全ての印刷物は、

プレビュー画面から印刷対象の全部印刷又は頁範囲指定印刷が可能です。 

PDF ファイルに出力して、電子帳簿やメール添付ファイル等にも活用できます。 

 

 



 

[SELECT]ボタンクリックの有無で出力形式を随時選択可能。 

 

[SELECT]ボタンクリック無し 

[個別支払報告書]支払１データ毎の支払報告書が下記３グループ別に出力されます。 

<居住者：内税支払(インボイス制度準拠)><居住者：外税支払(インボイス制度準拠)> 

<非居住者：支払> 

[個人別支払報告書]上記の集計表(鑑)が下記２グループ別に出力されます。 

<居住者：支払集計表><非居住者：支払集計表> 

 

[SELECT]ボタンクリック有り([個別支払報告書]ボタンは非表示となります。) 

[個人別支払報告書]支払データ全体の支払報告書が下記２グループ別に出力されます。 

<居住者：支払報告書(インボイス制度準拠：内外税混在)><非居住者：支払報告書> 

＊インボイス制度での１明細書ごとの合計額に対して消費税等の端数処理を行う為、 

消費税過不足・源泉税過不足が自動出力される場合があります。 

＊[クリア]ボタンクリック後、[支払年月日]欄に該当の年月日を入力して 

[個別支払報告書]ボタンクリックで該当日の過不足データは自動一括消去できます。 

 

[SELECT]ボタンクリック＜インボイス制度：選択可能＞で、インボイス制度に対応する為、

取引先別の支払額合計に対する消費税及び源泉税の値に対しての過不足額を自動生成。 

＊消費税の端数処理は、INIマスタの設定値で処理。 

[マスタ]-[INIマスタ](初期設定) 

<内容>         <INI_ID> <INI_VAL>            <初期値> 

[消費税計算の端数処理] STAX   0：四捨五入 1：切上 2：切捨  0 

＊＜支払先別の消費税端数処理＞ 参考： 

  支払データ：全部外税 ⇒ 税込合計に対する消費税合計と詳細行の消費税合計を比較 

して、差額が発生するときは消費税過不足としてデータ行 

自動追加。 

  支払データ：全部内税 ⇒ 何もしない。 

  支払データ：外税・内税混在 ⇒ 外税分の税込合計から算出される消費税合計と、 

詳細行消費税合計(外税分)を比較して、差額が発生 

するときは消費税過不足としてデータ行自動追加。 

＊源泉税の端数処理は、支払額合計(税抜又は税込)に対して、源泉税率から算出される 

値の端数切り捨て。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[個別支払報告書]印刷プレビュー画面。[SELECT]ボタンクリック無し＜内税分＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[個別支払報告書]印刷プレビュー画面。[SELECT]ボタンクリック無し＜外税分＞ 

 

[個別支払報告書] [個人別支払報告書]印刷プレビュー画面。 

長形３号窓アキ封筒 (定形郵便物 )に対応した支払先住所氏名等印字と貴社住所名称

TEL/FAX(部署名)及び貴社部門責任者氏名を、支払データ等と共に印字します。 

タイトル(ｻﾝﾌﾟﾙは、お支払ご報告書)・挨拶文４行(ｻﾝﾌﾟﾙは３行表示されています)・注記２

行(ｻﾝﾌﾟﾙは１行表示されています)・TEL/FAX の部署名・報告書下部の部門責任者氏名は、

会社基本情報マスタでの随時変更が可能です。A4 三つ折り用のガイド(カスミ罫)有り。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[個人別支払報告書] 集計表(鑑)印刷プレビュー画面。[SELECT]ボタンクリック無し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[個人別支払報告書]印刷プレビュー画面。[SELECT]ボタンクリック有り 

 [通常分及び経過措置対象分：共用] 

†支払報告年月日を記載。 

†支払先の住所・名称の下部に取引先[登録番号](適格請求書発行事業者登録番号)を記載。 

†貴社住所・名称等と、貴社[登録番号](適格請求書発行事業者登録番号)を記載。 

†明細一覧表の上部に、『送付後１ヶ月以内に連絡がない場合、確認があったものといたし 

ます。』を記載。 



 

 (上記文言を、[マスタ]-[会社基本情報マスタ]-[挨拶文４]欄に登録。期間変更可能。 

但し、この記述自体はインボイス制度対応要件の為に必須。) 

＜詳細行＞ 

†[日付]欄に支払年月日を自動代入。 

†[区分名]欄に該当データを自動代入。 

†[細目]欄に該当データを自動代入。 

†[備考]欄に該当データを自動代入。 

†[数量]欄に該当データを自動代入。 

†[単価]欄に該当データを自動代入。 

†[お支払金額]欄に該当データを自動代入。 

†[消費税]欄に該当データを自動代入。 

†[源泉税]欄に該当データを自動代入。 

†[差引お支払金額]欄に該当データを自動代入。 

＜合計行＞ 

†[10%対象 税込合計]欄に自動算出代入。 

†[10%対象 消費税合計]欄に自動算出代入。(括弧書き) 

†[源泉税合計]欄に自動算出代入。 

†[<ご送金日>YYYY年 MM月 DD日]欄に該当データを自動代入。 

†[差引お支払金額合計]欄に自動算出代入。 

†明細一覧表の下部に、[ご送金先]を記載。 

＊支払先[登録番号]の印字の有無で、[通常分]又は[経過措置対象分]の識別を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[区分別一覧表]印刷プレビュー画面。区分ごとに改ページして印刷します。 

＊印刷出力の右端の欄には、経過措置対象の場合、※印が表記されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[SUMMARY]印刷プレビュー画面。すべての区分・細目一覧を改ページせずに経理用チェ

ックリスト印刷を行います。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[支払方法別一覧]印刷プレビュー画面。 

振込以外の支払を個別に印刷し、支払方法別に合計額、及び総合計を印刷します。 

＊<区分別一覧表>(借方:支払科目/貸方:源泉)と<支払方法別一覧表>(貸方:現金預金)で、 

 支払年月日での一括仕訳記帳が可能です。＜明細データは Brighton で管理します。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[領収証]印刷プレビュー画面。振込以外の支払は[領収証]ボタンクリックで領収証自動発行

が可能です。宛名住所氏名は長形３号窓アキ封筒(定形郵便物)に対応。 

＊支払先と支払年月日が"すかし印刷"されますので、無記入領収証の戻り時に判別可能です。 

＊会社角印の印字も可能です。(保守契約により無償で作業対応いたします) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ラベル]印刷プレビュー画面。(A4 用紙縦置き：２列６段印刷) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[封筒]印刷プレビュー画面。(長形３号封筒：定形郵便物：Ａ４三つ折りサイズ) 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[総合振込依頼書]ボタンクリックで総合振込依頼書が印刷されます。(上記プレビュー画面) 

依頼先銀行は、金融機関２行までの設定が可能。(会社基本情報マスタでの随時変更が可能) 

[振込：依頼先銀行]の支払元銀行にチェックを入れてから出力します。 

[依頼先指定] 

自動⇒支払登録時に指定した依頼先銀行分が印刷出力されます。 

手動⇒支払登録時の指定に関わらず、 

   [振込：依頼先銀行]で指定した銀行に全ての支払データが出力されます。 

＊全銀データ出力及び振込実行前のチェックリストとしても活用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[全銀振込 DATA]ボタンクリックで全銀送信用データが出力されます。(プレビュー画面) 



 

依頼先銀行は、金融機関２行までの設定が可能。(会社基本情報マスタでの随時変更が可能) 

CSV データ(汎用)は、ネット支払等に活用できます。 

[振込：依頼先銀行]及び[依頼先指定]は、前記[総合振込依頼書]と同様の操作方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[源泉納付書]ボタンクリックで源泉納付書内容が印刷出力されます。(プレビュー画面) 

指定年月での源泉所得税納付書への記載項目を出力します。 

「給与所得等の源泉納付書」に記載する税理士等の報酬(2 号)は、下欄に内書されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５．支払調書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西暦で年度を入力して[作成]ボタンをクリックすると当該年度の支払調書が作成されます。 

(年度の途中でも何度でも再作成可能です。過年度分も出力可能。) 

 

画面上部には法定調書合計表へ記載するデータが表示されます。 

(税額は端数切捨の場合がある為、正確な個別集計を実行します。) 

 

氏名欄のカーソル位置の一人別情報(住所等個人情報・支払詳細)が画面右側に表示されます。 

住所等個人情報の変更は名簿マスタに自動反映されます。問い合わせに対し即応可能です。 

 

＊提出先<申告用>かつ<申告分印刷>かつ<支払調書印刷>の場合のみ、支払調書へマイナン

バーが印字されます。マイナンバー無しの個人データは事前にエラーリポートが出力され

ますので、年度の途中で実行してマイナンバー必須の個人を検証することができます。 

 

<申告分印刷>又は<すべて印刷>のラジオボタンのクリックに従って、 

支払調書・個人別明細・封筒宛名・宛名ラベルが印刷、CSV ファイルが出力されます。 

 

[支払先別一覧表]は、[作成]ボタンクリック時の<申告分印刷>又は<すべて印刷>のラジオボ

タンで選択された内容が表示されます。 

 



 

[支払調書印刷]は、<区分別>と<区分・細目別>の両方にラジオボタン・クリックで対応。 

追加(再)発行の場合等は[単名出力]欄に氏名の部分文字を入力して支払調書等を印刷します。 

 

[出力支払年月日]欄による指定年月日での支払調書等出力機能付き。 

 

[印刷順]は<ﾌﾘｶﾞﾅ順>又は<No 順>のラジオボタン・クリックで随時変更できます。 

 

[支払調書摘要欄]項目印刷機能付き。 

 

＜Brighton の全ての印刷物は、プレビュー画面から印刷対象の全部印刷又は頁範囲指定印

刷が可能です。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[プルダウンリスト]から所得税法第２０４条第１項第１～８号を選択して、当該号の人数・

金額表示を切り替えます。 

法定調書合計表へ記載する丙欄の人数・金額も確認可能です。(その他費用も可能) 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊平成２８年分以降の支払調書印字例：マイナンバー対応 

[支払調書印刷]ボタンクリックの印刷プレビュー画面。 

支払調書はムダのない、Ａ４用紙１枚に２列２段(４名印刷)にて発行されます。 

明細行が６行を超える場合、２枚目３枚目…に印刷されます。 

 

税務署用・個人用・会計事務所用等、必要に応じて再印刷(頁選択機能付き)を行います。 

 

[支払調書印刷]及び[支払調書単票]の印刷は、通常分と未払金額・未徴収税額の内書きタイ

プの２種から自動識別出力されます。 

 

[支払調書印刷]ボタンと[調書]ボタンは、同じ形式で印刷出力されます。 

[支払調書単票]ボタンと[単票] ボタンは、同じ形式で印刷出力されます。 

[個人別明細]ボタンと[明細] ボタンは、同じ形式で印刷出力されます。 

 

＊支払調書フォームは年度により自動で切り替わります。 

＊マイナンバー未登録分は、マイナンバー未記載で出力されます。 

＊会社角印の印字も可能です。(保守契約により無償で作業対応いたします) 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[支払調書単票]ボタンクリックの印刷プレビュー画面。 

支払先別に、Ａ４用紙の上段に長形３号窓アキ封筒対応の住所氏名と挨拶文及び貴社名、 

下段に支払調書を印刷します。明細行が６行を超える場合、２枚目３枚目…に印刷。 

支払調書印刷は、通常分と未払金額・未徴収税額の内書きタイプの２種から自動識別出力 

＊会社角印の印字も可能です。(保守契約により無償で作業対応いたします) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[個人別明細]ボタンクリックの印刷プレビュー画面。 

支払先の住所氏名欄は長形３号窓アキ封筒に対応しています。 

＊通常は[支払調書単票]の送付のみとしておき、ご依頼のあった個人に対しては別途[個人 

 別明細]を送付する等の運用方法にもお使い頂けます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[支払調書チェックリスト]ボタンクリックの印刷プレビュー画面。 

出力対象(申告分印刷・すべて印刷)及び印刷順は各ラジオボタンに応じて印刷されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[光ディスクデータ出力]ボタンクリック。平成２８年分以降の出力例：マイナンバー対応 

平成 30 年税制改正による国税庁光ディスク提出(義務者)基準に対応しています。 

『国税庁の定める光ディスク及び磁気ディスクにより提出する場合の標準規格』に準拠し

ていますので、光ディスク又は e-Taxによる支払調書の提出が可能となります。 

マイナンバー無しの個人データは事前にエラーリポート(CSV ﾌｧｲﾙ)が出力されます。 

住所無しの個人データは事前にエラーリポート(CSV ﾌｧｲﾙ)が出力されます。 

＊マスタ中の半角の氏名・住所は、自動で全角文字に置換されます。 

＊マイナンバーや住所の無いデータが存在しても光ディスクデータは出力できます。 



 

起動パスワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セキュリティ対策の為、Brighton 起動時にパスワードを入力してオープンします。 

パスワードは[マスタ]-[INI マスタ]画面で随時変更できます。 

 

マスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべてのマスタは[CSV 出力]機能を備えています。 

ユーザーの２次利用の為の利便性を考慮して、各マスタは過度の正規化(マスタの細分化)

をおこなわず、多用途への活用のし易さを図っています。 

＊マイナンバーは暗号化されたデータが格納されています。 

 



 

[マスタのバックアップとリストア(リカバリー)] 

 

マスタ・ファイル元本の格納場所は、C:\Program Files\SG\brighton\dataフォルダです。 

 

Brighton の[終了]ボタンをクリックすると、 

C:\Program Files\SG\brighton_BU\<年月日時分秒(終了ボタンクリック時)フォルダ>\が、

自動生成され、そこへ全てのマスタファイルを(履歴)自動バックアップします。 

 

バックアップ先フォルダは、[マスタ]-[INI マスタ]内の設定で随時変更が可能です。 

部署内で共有して使用するファイルサーバーや外付けハードディスク等に、 

ネットワークドライブを設定して、バックアップ先とする事も可能です。 

 

[遡って過去のマスタファイル(データ)に戻したい場合] 

当該バックアップ(履歴)C:\Program Files\SG\brighton_BU\<年月日時分秒(終了ボタンク

リック時)フォルダ>\の中から選択したバックアップフォルダのマスタファイルを、 

C:\Program Files\SG\brighton\dataフォルダに上書きコピーします。 

(フォルダではなく全ファイルを選択して上書きコピーする事にご留意ください。) 

＊逆方向でコピー&ペーストされないよう十分にご留意ください。 

 

 

 

[マスタのファイルサイズ] 

 

『支払調書システム Brighton』の主要データは１レコード当たり、 

[名簿マスタ：1024byte] [細目マスタ：64byte] [支払マスタ：512byte]となっております。 

[例] 名簿 3,000名：1024byte x 3,000名 = 3,072,000byte =   3.00MB 

   細目 1,000件：  64byte x 1,000件 =    64,000byte = 約 0.06MB 

   支払 5,000件： 512byte x 5,000件 = 2,560,000byte =   2.50MB 

   上記合計：約 5.5MB 

Brightonで、ボリュームが増加していくのは、支払マスタが中心となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 [ メニュー構成 ] <起動パスワード付き> 

支払登録 

 入力(各種入力アシスト機能・支払元銀行指定・未払金処理可) 

 ＣＳＶファイル読込入力(パターンリスト機能<登録/選択>・エラーリポート CSV 出力機能) 

  (支払元銀行指定・未払金処理可) 

 支払台帳(曖昧複合検索機能・区分/細目/ﾌﾘｶﾞﾅ順印刷機能・更新処理機能・CSV 出力機能) 

印刷出力 

 SELECT(インボイス制度選択機能) 

 区分別一覧表 

 SUMMARY(会計チェック用) 

 支払方法別一覧(振込・小切手・現金・その他) 

 領収証/ラベル/封筒 

 個別支払報告書・個人別支払報告書 

 総合振込依頼書(金融機関 2 行及び汎用 CSV 出力、支払元銀行指定＝自動・手動) 

 全銀振込データ出力(金融機関 2 行及び汎用 CSV 出力、支払元銀行指定＝自動・手動) 

 源泉納付書(報酬・非居住者・丙欄) 

 CSV 出力(日次・月次の選択可能) 

名簿台帳[マイナンバー対応] 

 名簿台帳(登録/修正/削除/印刷・曖昧検索・別送先住所設定・銀行リスト登録・銀行ｺｰﾄﾞ 0 ﾌｨﾙ) 

 ＣＳＶファイル読込入力(パターンリスト機能<登録/選択>・エラーリポート CSV 出力機能) 

細目台帳 

 細目台帳(区分台帳及び細目台帳の登録/修正/削除・細目名曖昧検索機能) 

 ＣＳＶファイル読込入力 

 細目⇒号・区分の一括設定機能 

支払調書[マイナンバー対応・光ディスク対応] 

 法定調書合計表記載項目表示(丙欄等も閲覧可) 

 支払調書印刷(申告分 or すべて、区分別 or 区分・細目別、ﾌﾘｶﾞﾅ順 orNo 順、単名検索、指定日) 

 支払調書単票印刷(窓ｱｷ封筒対応、申告分 or すべて、区分別 or 区分・細目別、ﾌﾘｶﾞﾅ順 orNo 順) 

 支払調書印刷は、通常分と未払金額・未徴収税額の内書きタイプの２種から自動識別出力 

 個人別・支払調書 内訳明細書印刷(窓ｱｷ封筒対応) 

 封筒宛名直接印字印刷/ラベル宛名印刷 

 一人別・個人情報/支払情報(閲覧用一覧表示) 

 支払調書チェックリスト印刷 

 国税庁光ディスクデータ出力：平成 30年税制改正対応 

 支払調書摘要欄項目登録及び(オール)クリア機能 

 名簿情報各種メンテナンス機能 

基幹マスタ(抜粋) 

 会社基本情報マスタ 

 名簿マスタ[マイナンバー対応・インボイス制度対応] 

 支払マスタ 

 号数マスタ・区分マスタ・細目マスタ 

 名簿項目リストパターンマスタ・支払項目リストパターンマスタ 

 部門マスタ・担当マスタ 

 備考リストマスタ・〒住所マスタ 

 INI マスタ 

 漢字変換マスタ 

 銀行名マスタ・銀行支店名マスタ 

 丙欄日額表マスタ 

 ＊上記の基幹マスタにＣＳＶファイル出力機能付き。 

終了 

 [終了]ボタンクリック時に、 

 C:¥Program Files¥SG¥brighton_BU¥<年月日時分秒(終了ボタンクリック時)フォルダ>¥が、 

 自動生成され、そこへ全てのマスタを(履歴)自動バックアップ(バックアップ先の変更可)します。 

＊会社角印の印字は、co.bmp に 21x21mm で保存して使用します。(保守契約により無償対応いたします) 

 



 

[ ﾌｨｰﾙﾄﾞ幅 抜粋 ]半角文字数 ＊文字数制限が考慮されるもの 

 

[会社基本情報] 

名称  48 

〒   8 

住所１  40 

住所２  40 

TEL  12 

TEL 部署名 20 

FAX  12 

FAX 部署名 20 

税務署番号   5 

税務署整理番号  8 

税務署光整理番号１ 10 

税務署光整理番号２ 13 

１．全銀依頼人ｺｰﾄﾞ 10 

１．依頼人名 40 

１．銀行 No  4 

１．銀行名  15 

１．支店 N o  3 

１．支店名  15 

１．預金科目  4 

１．口座番号  7 

２．全銀依頼人ｺｰﾄﾞ 10 

２．依頼人名 40 

２．銀行 No  4 

２．銀行名  15 

２．支店 No  3 

２．支店名  15 

２．預金科目  4 

２．口座番号  7 

報告書タイトル 40 

(同)責任者名 40 

(同)挨拶文１～４ 各 76 

(同)注記１～２ 各 100 

法人番号  13 

登録番号  14 

[名簿] 

No  12(文字可) 

氏名  48 

ﾌﾘｶﾞﾅ  48 

ﾍﾟﾝﾈｰﾑ  48 

敬称   4 

〒   8 

住所１  40 

住所２  40 

TEL  12 

FAX  12 

E-Mail  48 

勤務先名  48 

〒(勤)   8 

住所１(勤)  40 

住所２(勤)  40 

 

TEL(勤)  12 

FAX(勤)  12 

E-Mail(勤)  48 

銀行 No   4 

銀行名  16 

支店 No   3 

支店名  16 

預金科目   4 

口座番号   7 

口座名義  30 

支払調書摘要欄 90 

源泉税有無   3 

消費税内外   1 

非居住者   1 

備考  30 

UTIL   1 

支払基準日   8 

支払方法 No  1 

支払方法  10 

新規登録年月日  8 

登録者  20 

更新登録年月日  8 

更新者  20 

送付先 No   1 

マイナンバー(暗号化) 20 

登録番号  14 

[支払] 

No  12(文字可) 

氏名  48 

ﾌﾘｶﾞﾅ  48 

ﾍﾟﾝﾈｰﾑ  48 

支払年月日   8 

号 No   2 

号  10 

区分 No   2 

区分  20 

細目 No   8 

細目  20 

数量   8 

単価   8 

支払額  10 (100 億円未満) 

源泉税   9 (10 億円未満) 

消費税   9 (10 億円未満) 

差引支払額  10 (100 億円未満) 

経過措置   2 

伝票 No   8 

支払方法 No  1 

備考  60 

部門   8 

担当   8 

[データ格納数] お使いのパーソナルコンピュータのスペックによります。 

[ 動作環境 ] 

日本語 OS  Windows 7/8/8.1/10/11(32/64bit 版) 

対応機種  上記日本語 OS が稼働するパーソナルコンピュータ 

メモリ  最低 4GB[推奨 8GB 以上] 

ハードディスク 必須空き容量 120MB (プログラム使用部分) 

プリンタ  上記日本語 OS に対応したプリンタ 

＊本レジュメの内容は機能向上のため予告なく変更される場合があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出版社様に永年鍛え抜かれた経験をアイデアにして、多忙な出版社様に解決策を提供します。 

 

出版社様特有の業務仕様を知り尽くした技術で、開発にかかる時間を大幅に短縮します。 

 

独創性と付加価値を高めて、現場のニーズにマッチした製品をリーズナブルな価格で提供します。 

 

徹底したコストダウンと出版社様の要望を熟知した対応で、安定した品質の製品と継続的なサービスを

提供します。 

 

出版社様や様々な業種の企業様で高い評価を得た、支払調書ソフトウエア『Brighton』の徹底した専
門性とシンプルな操作性を貴社の業務でご活用ください。 

 

出版技研株式会社 代表取締役 中間敏隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出版技研株式会社 

〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-3-17 

TEL03-5848-7572/FAX03-5848-7573 
mail@shuppan-giken.co.jp 

www.shuppan-giken.co.jp 
XC14218 



 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

www.shuppan-giken.co.jp 出版技研株式会社 〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-3-17 TEL:03-5848-7572 FAX:03-5848-7573 


